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発
刊
に
あ
た
っ
て

　
私
た
ち
オ
ホ
ー
ツ
ク
21
世
紀
を
考
え
る
会
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等

の
公
共
事
業
に
多
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
基
盤
づ
く

り
の
一
端
を
担
う
立
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
地
域
貢
献
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
で
は
、
観
光
促
進
や
域
内
交
流
へ
つ
な

が
る
こ
と
を
目
的
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
魅
力
を
食
の
観
点
か
ら
取
り

上
げ
た『
オ
ホ
ー
ツ
ク
お
土
産
地
典
』、『
Ｏ
Ｋ
グ
ル
メ
地
典
』の
発
行
、

『
農
家
の
う
ち
ご
は
ん
展
』
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
近
年
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
ダ
ム
ブ
ー
ム
が
高
ま
り
、
鉄
道
マ

ニ
ア
や
廃
墟
マ
ニ
ア
と
い
っ
た
人
た
ち
も
増
え
、
観
光
に
多
様
な
価

値
観
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、こ
の
た

び
発
刊
し
た
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
建
造
物
』
で
は
、
建
造
物
に
焦
点
を

当
て
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
見
え
て
く
る
地
域
の
歴
史
や
特
性
を
あ
ぶ

り
出
し
、
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
に
努
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
美
し
い
景
観
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
途
中
に
で

も
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
え
る
と
、
幸
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ホ
ー
ツ
ク
21
世
紀
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

オホーツク21世紀を考える会
　網走建設業協会会員オーナー有志が個人の資格で会員となり、
4つの「地域戦略」「lT推進」「オホーツクライフ」「ニュービジネス」委
員会を中心に、オホーツク経済の自立とオホーツクライフ充実のた
めに各種調査、提言シンポジウムの開催、情報ネットワーク等の事業
を立上げるなど幅広い地域貢献活動を進めています。

「ニュービジネス委員会」の紹介
　当委員会のコンセプトは、「オホーツクの自立を目指し、それぞれ
の地域特性を生かした新たなビジネスの創造に取り組む」であり、
「わが村は美しく一北海道」運動を支援し、地域活動を盛り上げ、魅
力溢れる「わが村わが町を誇りに思う」地域づくりに寄与したいと考
えております。

ニュービジネス委員会
委員長 鴨下　辰哉（北辰土建㈱）

副委員長 久保　毅剛（日東建設（株））　松谷　和秀（松谷建設（株））

委員 嘉野　浩一（五十嵐建設（株））

委員 石井　英治（（株）管野組）

委員 岸　　良明（（株）岸組）

委員 中原　敏晃（佐呂間開発工業（株））

委員 土田　好起（斜里建設工業（株））

委員 今野　政男（大同産業開発（株））

委員 野口　恵司（（株）野口建設）

委員 加藤　敏和（船橋西川建設（株））

委員 鈴木　栄樹（北進工業（株））
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委員 工藤　隆寛（（株）藤共工業）

委員 三浦　博之（（株）北興）

委員 小原　　誠（北洋建設（株））
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鹿
ノ
子
ダ
ム

かと
み
さ
と

こ

洪
水
調
節
や
農
地
へ
の
新
規
灌
漑
の
ほ
か
、

北
見
市
・
置
戸
町
・
訓
子
府
町
・
留
辺
蘂
町
へ
の

上
水
道
供
給
を
目
的
と
し
た
多
目
的
ダ
ム
。

　
鹿
ノ
子
ダ
ム
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
注
ぐ
河
川
に
建
設
さ
れ
た
ダ

ム
の
中
で
は
唯
一
、
治
水
機
能
を

持
っ
た
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。
常

呂
川
の
治
水
と
北
見
市
な
ど
流
域

市
町
村
へ
の
利
水
を
目
的
に
、
一

九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
計
画

を
策
定
し
、
ダ
ム
の
建
設
着
工
は

一
九
七
九（
昭
和
五
四
）年
、
一
九

八
三（
昭
和
五
八
）年
に
完
成
し
た
。

　
ダ
ム
に
よ
っ
て
で
き
た
「
お
け

と
湖
」
は
、
周
辺
に
キ
ャ
ン
プ
場

も
整
備
さ
れ
た
が
現
在
は
閉
鎖
中

で
あ
る
。
冬
季
は
全
面
結
氷
し

て
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
冬
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

高さ 55.5ⅿの重力式コンクリートダム。直線的な構造はモダンなデザインに感じる。

ダム形式：重力式コンクリート
河川名：常呂川／常呂川水系
所在地：北海道常呂郡置戸町字常元
位置：北緯 43 度 36 分 26 秒、東経 143 度 23 分 16 秒
着工年：1972 年　完成年：1983 年
用途：洪水調節、不特定利水、灌漑、上水道
堤高： 55.5m　堤頂長：222.0m
堤体積： 204,000 立方m
湛水面積： 210ha　 総貯水量：39,800,000 立方m
有効貯水量： 35,800,000 立方m
ダム湖名：おけと湖（おけとこ）

ダムによってできた人造湖「おけ
と湖」。冬になると湖が結氷し、ワ
カサギ釣りを楽しむことができる。

鹿ノ子（かのこ）ダム

富
里
ダ
ム

北
見
の
畑
作
を
支
え
る
農
業
専
用
ダ
ム
。

ダ
ム
湖
の
富
里
湖
一
帯
は
森
林
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、

市
民
に
憩
い
も
提
供
し
て
い
る
。

　
仁
頃
川
上
流
に
建
設
さ
れ
た
富

里
ダ
ム
は
、
農
耕
期
（
五
〜
九
月
）

の
降
水
不
足
や
、
農
地
の
多
く
を

占
め
る
丘
陵
傾
斜
地
帯
の
土
地
改

良
を
目
的
と
し
た
か
ん
が
い
用
水

専
用
ダ
ム
で
あ
る
。
こ
の
ダ
ム
か

ら
総
延
長
一
〇
二
㎞
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
延
び
、
農
地
に
水
を
供
給

し
て
い
る
。

　
ダ
ム
に
伴
う
人
造
湖
で
あ
る
富

里
湖
は
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年

に
、
財
団
法
人
ダ
ム
水
源
地
環
境

整
備
セ
ン
タ
ー
が
選
定
す
る
ダ
ム
湖

百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
。
富
里
湖
と

辺
り
一
帯
は
富
里
湖
森
林
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
、夏
は
キ
ャ
ン
プ
、

冬
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
が
楽
し
め
る
。

下流側の堤体には芝生が植えられ「富里ダム」の文字も描かれていて美しいダムと言える。

ダム形式：ロックフィル
河川名：仁頃川／常呂川水系
所在地：北海道北見市字富里
位置：北緯 43 度 51 分 19 秒、東経 143 度 45 分 12 秒
着工年：1969 年　完成年：1987 年
用途：かんがい用水
堤高：44.3m 　堤頂長：280.0m
堤体積：444,000 立方m
湛水面積：21ha 　総貯水量 2,800,000 立方m
有効貯水量：2,630,000 立方m
ダム湖名：富里湖（とみさとこ）

堤体を覆う岩（ロック材）が整然
と敷き詰められているのが、よく
わかる。

富里（とみさと）ダム

0405



DATADATA

file03file04

ダ

　
　
　ム

ダ

　
　
　ム

卯
原
内
ダ
ム

農
業
用
水
の
確
保
と
、

洪
水
の
一
時
貯
留
に
よ
っ
て
、

田
畑
を
守
る
農
業
用
ダ
ム
。

　卯
原
内
ダ
ム
は
、
国
土
交
通
省

北
海
道
開
発
局
が
国
営
灌
漑
排
水

事
業
・
網
走
川
下
流
地
区
の
事
業

の
一
つ
と
し
て
建
設
し
、
網
走
市

が
管
理
す
る
灌
漑
用
の
ダ
ム
で
あ

る
。
ダ
ム
の
建
設
着
工
は
一
九
七

七
（
昭
和
五
二
）
年
、
完
成
は
二

〇
〇
〇（
平
成
十
二
）
年
。

　灌
漑
目
的
の
農
業
用
ダ
ム
は
、

雪
解
け
水
ま
た
は
雨
水
を
貯
め
て

お
い
て
、
雨
が
あ
ま
り
降
ら
な
い

農
耕
期
（
五
月
〜
一
〇
月
）
に
、

田
畑
へ
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
用
ダ
ム

は
洪
水
の
一
時
的
貯
留
に
よ
っ
て

田
畑
を
守
る
役
割
を
兼
ね
る
こ
と

も
あ
る
。

卯原内川上流に建設された卯原内ダム。卯原内川は能取湖へと流れ込む。

ダム形式：中心不透水性ゾーン型フィルダム
河川名：卯原内川／卯原内川水系
所在地：北海道網走市字卯原内
位置：北緯 43 度 58 分 39 秒，東経 144 度 04 分 11 秒
着工年：1978 年　完成年：2000 年
用途：灌漑
堤高：40.5m 　堤頂長：355m
堤体積：820,000 立方m
湛水面積：34ha 　総貯水量：4,300,000 立方m
有効貯水量：4,000,000 立方m

堤の麓には、大型の駐車場が整備
されている。

卯原内（うばらない）ダム

古
梅
ダ
ム

夏
場
は
比
較
的
降
水
量
の
少
な
い

美
幌
町
・
大
空
町
の
農
業
用
水
を
確
保
す
る
、

貴
重
な
水
瓶
と
な
っ
て
い
る
ダ
ム
。

　国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
が

国
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
美
幌
町
の
事
業
の
一

つ
と
し
て
建
設
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

東
部
広
域
農
業
水
利
管
理
協
議
会

（
構
成
自
治
体
：
美
幌
町
、
大
空
町
）

が
管
理
す
る
灌
漑
用
の
ダ
ム
で
あ

る
。　こ

の
地
域
は
日
照
率
が
高
く
、

年
間
降
水
量
が
比
較
的
少
な
い
た

め
、
古
梅
ダ
ム
は
、
地
域
の
貴
重

な
水
瓶
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
は
、

古
梅
ダ
ム
周
辺
の
林
道
を
散
策
す

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
活

用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。

ダム管理事務所周辺は駐車場や展望台が整備されている。堤体には芝が植えられて非常に美しいダムだ。

ダム形式：ロックフィル
河川名：網走川水系石切川
所在地：北海道網走郡美幌町
位置：北緯 43 度 41 分 56 秒、東経 144 度 13 分 35 秒
着工年：1972 年　完成年： 1996 年
用途：かんがい用水
堤高：48m　堤頂長：215.9m
堤体積：654,000 立方m
湛水面積：29 ha　総貯水量 3,500,000 立方m
有効貯水量：3,230,000 立方m

奥に見えるのが洪水吐からの導流
部で、水平部分が長い。その先は
スキージャンプ式で放水される。

古梅（ふるうめ）ダム

う

ば
ら

ふ
る
う
め

な
い
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緑
ダ
ム

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
農
業
用
ダ
ム
と
し
て
は

最
大
規
模
を
誇
る
。

北
海
道
初
の
小
水
力
発
電
を
事
業
化
。

　緑
ダ
ム
は
、
日
本
百
名
山
・
斜

里
岳
を
源
と
す
る
斜
里
川
水
系
ア

タ
ッ
ク
チ
ャ
川
に
あ
り
、
総
貯
水

量
は
七
一
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル

と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に
あ
る
五

つ
の
農
業
ダ
ム
の
中
で
は
最
大
で

あ
る
。

　ま
た
、
緑
ダ
ム
は
全
国
的
に
も

推
進
さ
れ
て
い
る
農
業
用
ダ
ム
で

の
小
水
力
発
電
事
業
化
を
決
定
。

北
海
道
が
農
業
用
水
を
活
用
し
た

小
水
力
発
電
を
整
備
す
る
の
は
初

め
て
の
例
と
な
る
。
小
水
力
発
電

は
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、
通
年

を
通
し
て
安
定
し
た
発
電
が
可
能

と
い
う
こ
と
で
、
全
国
的
に
も
導

入
例
が
増
え
て
い
る
。

オホーツクの農業用ダムとしては最大で、ダム湖の背景にそびえる標津岳の山容も美しい。

ダム形式：ロックフィル
河川名：アタックチャ川／斜里川水系
所在地：北海道斜里郡清里町国有林地内
位置：北緯 43 度 40 分 13 秒、東経 144 度 37 分 45 秒
着工年：1974 年　完成年：2003 年
用途：灌漑
堤高：73m　堤頂長：345.0m
堤体積：1,998,000 立方m
湛水面積：53ha 　総貯水量：7,100,000 立方m
有効貯水量：6,400,000 立方m

網走市、清里町、斜里町、大空町、
小清水町の５市町村の農地へ水を
供給している。

緑（みどり）ダム

雄
武
ダ
ム

牧
草
地
の
灌
漑
を
目
的
に
し
て
、

家
畜
糞
尿
を
循
環
さ
せ
る
肥
培
灌
漑
の

機
能
を
有
し
て
い
る
。

　雄
武
中
央
地
区
は
、
保
水
性
の

低
い
粘
性
の
土
壌
で
あ
る
と
と
も

に
降
水
量
も
少
な
い
た
め
、
干
ば

つ
被
害
が
頻
発
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
主
に
牧
草
地
の
灌
漑
用
水

を
確
保
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た

の
が
雄
武
ダ
ム
で
あ
る
。

　ま
た
、
雄
武
ダ
ム
の
特
長
と
し

て
、
酪
農
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る

家
畜
の
糞
尿
を
水
で
薄
め
て
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
で
圃
場
に
散
布
す
る

肥
培
灌
漑
（
家
畜
の
糞
尿
を
肥
料

液
と
し
て
導
水
す
る
こ
と
）
に
よ

り
、
土
壌
の
養
分
保
持
力
を
高
め
、

購
入
肥
料
を
節
減
す
る
と
い
う
機

能
も
有
し
て
い
る
。

堤頂の長さは 234m、堤体の高さは 53.6mで 13 階建てのビルに匹敵する（写真提供／網走開発建設部）

ダム形式：ロックフィル
河川名：雄武川水系イソサム川
所在地：北海道紋別郡雄武町
位置：北緯 44 度 28 分 51 秒、東経 142 度 53 分 04 秒
着工年：1989 年　完成年：2009 年
用途：灌漑用水
堤高：53.6m 　堤頂長：234m
堤体積：883,000 立方m
湛水面積：22ha　 総貯水量 3,300,000 立方m
有効貯水量：2,700,000 立方m

ダムへの道は途中で通行止めになって
いるため許可を得ずに見に行こうとし
てもいけないので注意を。

雄武（おうむ）ダム

み
ど
り

お
う

む
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橋
　
　梁

橋
　
　梁

平
成
高
架
橋

北
見
市
の
大
正
地
区
と
昭
和
地
区
を
結
ぶ
。

建
設
工
期
も
昭
和
〜
平
成
を
ま
た
い
だ
た
め
、

「
平
成
」
を
冠
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。

　こ
の
写
真
で
い
う
と
、
手
前

の
道
路
が
道
道
北
見
常
呂
線

で
、
北
見
市
街
地
に
向
か
っ
て

い
る
。
橋
を
右
方
向
ヘ
行
く
と

畑
作
地
帯
が
広
が
る
大
正
地

区
。
橋
の
左
方
向
は
、
戦
前
か

ら
昭
和
四
十
年
代
ま
で
果
樹
栽

培
が
盛
ん
だ
っ
た
昭
和
地
区
。

つ
ま
り
大
正
と
昭
和
を
平
成
が

結
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
粋
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、

橋
の
建
設
工
事
が
昭
和
か
ら
平

成
に
ま
た
が
っ
て
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
道
・
市
・
地
域
住

民
の
協
議
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た

そ
う
だ
。

　平
成
高
架
橋
は
、
北
見
市
街

地
の
北
側
を
大
き
く
迂
回
す
る

農
業
基
幹
道
路
整
備
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
、
大
正
〜
昭
和
地

区
を
直
線
的
に
つ
な
ぐ
た
め
に

架
け
ら
れ
た
。

　橋
脚
の
高
さ
は
最
大
約
三
〇

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
間
近
で
見
る

と
な
か
な
か
の
威
容
で
あ
る
。

ま
た
こ
う
し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

由
来
を
知
る
と
、見
え
方
も
少
し

違
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

大正地区と昭和地区の間の谷を、直線的に横断する平成高架橋。

位置：北海道北見市
構造：ＰＣ橋（箱桁ラーメン橋）、
　　　橋台 2 基、橋脚 2 基
橋長＝172m
橋幅＝8.7m
最大橋脚高＝29m
工事期間：1988（昭和 63）年
　　　　　～ 1990（平成 2）年
開通：1990（平成 2）年 10 月

平成高架橋　サ
ロ
マ
湖
の
ほ
ぼ
東
端
に
位

置
す
る
栄
浦
漁
港
は
、
カ
キ
・

ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
の
拠
点
の
一

つ
で
あ
る
。
栄
浦
漁
港
か
ら
約

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
に
、
サ
ロ

マ
湖
第
２
湖
口
が
一
九
七
九

（
昭
和
五
四
）
年
に
開
削
さ
れ

た
の
に
伴
い
、
利
用
漁
船
が
増

加
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

漁
港
整
備
の
一
環
と
し
て
橋
の

建
設
が
進
め
ら
れ
た
。

　そ
の
た
め
こ
の
橋
は
、
道
路

に
架
か
る
橋
で
は
な
く
、
漁
港

内
施
設
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ

る
。
橋
長
二
八
六
・
八
メ
ー
ト

ル
は
、
漁
港
内
橋
と
し
て
は
全

道
一
、
全
国
で
も
三
番
目
の
長

さ
だ
（
完
成
時
）。

　栄
浦
大
橋
の
完
成
ま
で
は
、

い
か
だ
な
ど
の
船
で
対
岸
と
行

き
来
し
て
い
た
ら
し
い
。
車
だ

と
栄
浦
地
区
か
ら
ワ
ッ
カ
地
区

ま
で
は
、
サ
ロ
マ
湖
畔
を
約
一

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
迂
回
し
て
い

た
の
が
、
栄
浦
大
橋
の
完
成
に

よ
っ
て
二
八
六
・
八
メ
ー
ト
ル

で
直
結
し
た
。

栄浦大橋は一般道路に架かる橋ではなく、漁港施設の一部という位置づけだ。

位置：北海道北見市常呂町字栄浦
構造：ＰＣ橋（合成桁、箱桁）、
　　　橋台 2基、橋脚 7基
橋長＝286.8m
橋幅＝9.9m
最大橋脚高＝9.0m
工事期間：1983（昭和 58）年
　　　　　～ 1988（昭和 63）年
開通：1988（昭和 63）年 10 月 13 日

栄浦大橋

栄
浦
大
橋

一
般
道
の
橋
で
は
な
く
漁
港
内
施
設
の
橋
。

漁
港
内
の
橋
と
し
て
は

全
道
一
の
長
さ
で
あ
る
。

へ
い

さ
か
え
う
ら
お
お
は
し

せ
い
こ
う
か
き
ょ
う
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駅
逓
・
鉄
道

駅
逓
・
鉄
道

旧
武
華
駅
逓

（
北
見
市
留
辺
蘂
町
開
拓
資
料
館
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
で
現
存
す
る
最
古
の
駅
逓
。

開
拓
時
代
の
道
具
な
ど
を
展
示
。

（
鴻
之
舞
金
山
資
料
館
）

民
間
有
志
ら
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
資
料
館
に
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　駅
逓
は
、
も
と
も
と
は
江
戸

時
代
か
ら
あ
っ
た
飛
脚
の
中
継

場
所
で
あ
っ
た
宿
駅
が
基
礎
と

な
っ
て
い
る
が
、
北
海
道
で
は

開
拓
と
と
も
に
独
自
の
発
達
を

遂
げ
て
い
っ
た
。

　当
初
、
道
内
に
は
江
戸
幕
府

か
ら
引
き
継
が
れ
た
一
二
六
か

所
の
駅
逓
が
あ
り
、
土
地
区
割

り
や
道
路
作
り
の
技
師
ら
、
公

用
の
旅
人
専
用
の
宿
泊
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

だ
。
や
が
て
多
く
の
入
植
者
が

や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
る
と
、

彼
ら
の
た
め
の
宿
泊
施
設
や
荷

物
の
運
び
役
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
た
め
明
治
政
府
は
土
地
土

地
の
有
力
者
に
駅
逓
を
設
置
す

る
よ
う
求
め
、
国
費
で
統
一
規

格
の
建
物
と
運
送
用
の
馬
な
ど

を
用
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
郵
便
局
の
機
能
も
兼
ね
て

い
て
、
道
内
で
は
延
べ
六
七
六

か
所
で
駅
逓
が
開
業
さ
れ
た

が
、
全
部
ま
た
は
一
部
が
現
存

す
る
の
は
八
か
所
だ
け
と
な
っ

て
い
る
。

　北
海
道
の
開
拓
が
進
み
、
鉄

道
開
通
が
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
次
第
に
駅
逓
は

そ
の
役
割
を
失
い
、
閉
鎖
さ
れ

て
い
き
、
そ
し
て
最
終
的
に
一

九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
、

駅
逓
制
度
そ
の
も
の
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　北
見
市
留
辺
蘂
に
あ
る
旧
武

華
駅
逓
は
、一
九
二
〇（
大
正
九
）

1920（大正 9）年の建設。2階建て部分は 1931（昭和 6）年に増築された。現在内部は金・土曜のみ公開されていて、見学には予約が必要だ。

年
に
建
設
さ
れ
た
現
存
す
る
管

内
最
古
の
駅
逓
だ
。
建
設
当
時

は
平
屋
で
「
駅
逓
所
建
築
標
準

図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
間
取
り
で
あ

る
点
も
貴
重
で
あ
る
。
一
九
三

六
（
昭
和
一
一
）
年
に
駅
逓
廃

止
。
一
九
七
〇（
昭
和
四
五
）

年
町
に
寄
贈
さ
れ
、
当
初
の
状

態
に
復
元
さ
れ
た
。

　上
藻
別
駅
逓
は
鴻
之
舞
鉱
山

跡
地
の
近
く
に
あ
り
、
一
九
二

六
（
大
正
一
五
）
年
に
建
設
さ

れ
た
。
現
在
は
鴻
之
舞
金
山
資

料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い

る
。
戦
前
の
北
海
道
独
特
の
建

築
形
態
を
有
す
る
古
建
築
物
と

し
て
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）

年
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

邸内では鴻之舞金山に関する資料展示のほか、古いレコードのコレクションもあり蓄音機で聞かせてもらえることもある。

所在地：紋別市上藻別 297-1
建設：1926（大正 15）年
構造：木造 2階建て
国指定登録有形文化財
■公開期間：4月末～ 11 月末　　
■開館時間：9：30 ～ 15：30
■休館日：月曜日
■料金：無料
■問い合わせ先：上藻別駅逓保存会
　TEL：0158-26-5110

旧上藻別駅逓
所在地：北見市留辺蘂町滝の湯
建設：1920（大正 9）年
　　　1931（昭和 6）年増築
構造：木造２階建て
■公開期間：通年
　金・土曜日のみ開館（要予約）
■開館時間：9：00 ～ 17：00
■料金：無料
■問い合わせ先：留辺蘂教育事務所
　TEL：0157-42-2723

旧武華駅逓

旧
上
藻
別
駅
逓

き
ゅ
う

き
ゅ
う
か
み
も

べ
つ
え
き
て
い

む

か

え
き
て
い
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駅
逓
・
鉄
道

駅
逓
・
鉄
道

越
川
橋
梁
（
第
一
幾
品
川
橋
梁
）

国
の
有
形
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る

戦
前
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ア
ー
チ
橋
。

し
か
し
一
度
も
列
車
が
走
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

か
つ
て
栄
華
を
誇
っ
た
鴻
之
舞
鉱
山
。

そ
の
名
残
を
伝
え
る
も
の
は
、

い
ま
や
廃
墟
と
な
っ
た
物
悲
し
い
痕
跡
だ
け
だ
。

　
鉄
道
建
設
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
国
策
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

た
。
根
北
線
は
一
九
二
二
（
大

正
一
一
）
年
に
、
国
防
の
観
点

か
ら
、
斜
里
か
ら
標
津
を
経
由

し
て
根
室
に
至
る
路
線
と
し
て

計
画
さ
れ
た
。
一
九
三
八
（
昭

和
一
三
）
年
に
着
工
さ
れ
、
斜

里
か
ら
越
川
が
ま
ず
完
成
。
延

伸
を
見
越
し
て
越
川
‐
上
越
川

間
（
未
開
通
）
の
途
中
に
造
ら

れ
た
の
が
こ
の
越
川
橋
梁
（
正

式
に
は
第
一
幾
品
川
橋
梁
）
だ
。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
、

太
平
洋
戦
争
の
影
響
で
建
設
が

中
断
さ
れ
た
。

　
越
川
橋
梁
は
戦
中
の
資
材
不

足
の
た
め
鉄
筋
を
使
用
し
な
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
十
連
ア
ー
チ

橋
で
、
戦
前
に
造
ら
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
鉄
道
橋
と
し
て
は

道
内
最
大
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
根
北
線
は
戦
後
の
一
九
五
七

（
昭
和
三
二
）
年
に
斜
里
駅
‐

越
川
駅
が
開
通
し
た
が
一
九
七

〇（
昭
和
四
五
）
年
に
廃
止
。

越
川
橋
梁
を
列
車
が
走
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　
今
は
ま
っ
た
く
人
が
暮
ら
し

て
い
る
形
跡
は
な
い
が
、
か
つ

て
は
約
一
万
人
以
上
が
暮
ら
す

ま
ち
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。
金
の

産
出
量
で
は
国
内
第
三
位
を

誇
っ
た
鴻
之
舞
鉱
山
だ
。

　
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に

住
友
（
の
ち
の
住
友
金
属
鉱
山
）

が
本
格
的
に
金
採
掘
の
事
業
に

乗
り
出
し
、
人
口
も
ピ
ー
ク
の

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
頃

に
は
一
万
三
千
人
を
数
え
た
。

　
鴻
紋
軌
道
は
、
紋
別
中
心
地

と
鴻
之
舞
と
の
間
に
敷
設
さ

れ
、
鴻
之
舞
鉱
山
か
ら
産
出
さ

れ
た
も
の
や
、
鴻
之
舞
へ
の
物

資
輸
送
の
役
割
を
果
た
し
た
。

運
行
期
間
は
一
九
四
三
（
昭
和

一
八
）
年
か
ら
、一
九
四
八
（
昭

和
二
三
）
年
ま
で
の
わ
ず
か
五

年
間
で
あ
っ
た
。

　
道
道
３
０
５
号
を
跨
ぐ
鉄
橋

が
五
号
杭
橋
で
、
運
行
時
の
姿

を
唯
一
と
ど
め
て
い
る
も
の

だ
。
そ
の
ほ
か
に
も
数
カ
所
橋

桁
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

　
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年

一
〇
月
三
一
日
に
閉
山
す
る

と
、
わ
ず
か
ひ
と
月
足
ら
ず
で

無
人
地
帯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

全長 147m、最大地上高 21.6mのコンクリート製アーチ橋で、当時の土木技術を伝えるものとして国の有形文化財に登録されている。運行わずか５年ほどで廃止となった鴻紋軌道。道道 305 号線をまたぐ五号杭橋は鉱山水送水施設として現在も活用されている。

1940（昭和 15）年 10 月
　工事着工。
1943（昭和 18）年 6月
　竣工。
1948（昭和 23）年
　廃止。
営業距離
　約 28km（紋別～元山）
駅数：14（起終点を含む）

鴻紋軌道
コンクリートアーチ橋
全長 147m／最大地上高 21.6m
1939（昭和 14）年　工事着工
1940（昭和 15）年　完成
1941（昭和 16）年
　根北線の建設は中断
1973（昭和 48）年
　国道 244 号拡張工事のため国道
　上の橋脚 2本を撤去

越川橋梁

鴻
紋
軌
道
鉄
橋
「
五
号
杭
橋
」

こ
し

だ
い
い
ち
い
く
し
な
が
わ

こ
う
も
ん
き

ど
う
て
っ

ご
ご
う
く
い
ば
し

き
ょ
う

か
わ
き
ょ
う
り
ょ
う

き
ょ
う
り
ょ
う
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駅
逓
・
鉄
道

駅
逓
・
鉄
道

旧
国
鉄
北
見
相
生
駅
・

北
見
滝
ノ
上
駅
・
上
興
部
駅

廃
線
と
な
っ
た
多
く
の
路
線

そ
の
歴
史
を
と
ど
め
る
駅
舎
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　一
九
八
〇（
昭
和
五
五
）
年

に
国
鉄
再
建
法
が
成
立
し
た
の

に
伴
い
（
一
九
八
七
年
に
国
鉄

分
割
民
営
化
）、
第
一
次
廃
止

対
象
路
線
と
な
っ
た
道
内
七
路

線
の
う
ち
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域

で
は
相
生
線
、
渚
滑
線
、
興
浜

南
線
の
三
つ
が
対
象
と
な
っ
た
。

　最
も
早
く
に
廃
止
と
な
っ
た

の
は
、
相
生
線
、
渚
滑
線
の
一

九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
四
月

一
日
、
興
浜
南
線
は
同
じ
年
の

七
月
一
日
だ
っ
た
。※

根
北
線

は
国
鉄
再
建
法
以
前
の
一
九
七

〇（
昭
和
四
五
）年
に
既
に
廃
止
。

　第
二
次
廃
止
対
象
路
線
と

な
っ
た
の
が
、
湧
網
線
（
一
九

八
七
年
三
月
二
〇
日
廃
止
）、

名
寄
本
線
（
一
九
八
九
年
五
月

一
日
廃
止
）、
池
北
線
（
一
九

八
九
年
六
月
四
日
、
北
海
道
ち

ほ
く
高
原
鉄
道
ふ
る
さ
と
銀
河

線
に
転
換
。
二
〇
〇
六
年
四
月

二
一
日
廃
止
）。

　一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年

当
時
、
管
内
七
路
線
が
あ
っ
た

う
ち
、
現
在
残
る
の
は
石
北
本

線
と
釧
網
線
の
わ
ず
か
二
路
線

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
Ｐ
一
八

‐
一
九
参
照
）。

　路
線
廃
止
と
と
も
に
、
そ
の

多
く
の
駅
舎
も
失
わ
れ
た
が
、

当
時
の
駅
舎
を
資
料
館
と
し
て

保
存
し
公
開
し
て
い
る
の
が
、こ

こ
に
紹
介
し
た
三
カ
所
で
あ
る
。

　相
生
線
の
終
端
駅
だ
っ
た
北

見
相
生
駅
は
、
現
在
は
「
道
の

駅
あ
い
お
い
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
駅
舎

や
ホ
ー
ム
、
車
両
な
ど
が
保
存
展
示
さ
れ

て
い
る
。
懐
か
し
の
キ
ハ
二
二
系
車
両
に

乗
る
こ
と
も
で
き
る
。

　渚
滑
線
の
終
着
駅
だ
っ
た
北
見
滝
ノ
上

駅
は
、
現
在
は
駅
舎
記
念
館
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。
町
が
林
業
で
発
展
し
た
の

に
合
わ
せ
、
木
材
の
積
出
駅
と
し
て
貨
物

最
盛
期
の
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
頃

は
五
番
線
ま
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　も
う
一
つ
は
、
名
寄
か
ら
紋
別
を
経
て

遠
軽
へ
続
い
た
名
寄
本
線
の
上
興
部
駅
。

駅
は
西
興
部
村
内
に
あ
り
、
名
寄
か
ら
行

く
と
西
興
部
駅
の
一
つ
手
前
の
駅
で
、
西

興
部
駅
と
の
駅
間
は
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

旧
駅
構
内
は
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
か

ら
西
興
部
村
に
よ
り
「
上
興
部
鉄
道
記
念

館
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
車
両
の

動
態
保
存
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
に
は
本
物
の

駅
名
標
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

1985（昭和 60）年廃止当時のまま残されている北見相生駅。舎内は駅事務室の当時の様子がわかる。

いまも美しい姿を見せる木造モルタルづくりの北見滝ノ上駅舎。

1923（大正 12）年
渚滑 - 北見滝ノ上間開業。
1985（昭和 60）年　 全線を廃止
営業距離：渚滑 -北見滝ノ上
　　　　  34.3km
駅数：12（起終点を含む）

渚滑線（しょこつ）

1940（昭和 15）年 10 月：着工。
1943（昭和 18）年 6月：竣工。
1985（昭和 60）年：廃止。
営業距離：138.1 km（名寄 - 遠軽間）
駅数：40（起終点を含む）

名寄本線（なよろ）

1924（大正 13）年
　美幌・津別間開業
1925（大正 14）年
　津別 - 北見相生間延伸し全通
1985（昭和 60）年  全線を廃止
営業距離：美幌 -北見相生 36.8km
駅数：14 駅（起終点駅含む）

相生線（あいおい）

構内除雪車キ 703 のほか普通車両の
キハ 2269、スハフ 42 502 などが
保存展示されている。

「北見滝ノ上駅舎記念館」の舎内には、当時の時刻表、駅名標、行先標、
乗車券、備品などの渚滑線関連資料が保存・展示されている。

「上興部鉄道記念館」となっている旧国鉄名寄本線上興部駅舎。
ホームや線路も残され、気動車キハ 27109 と DD14 形除雪車 DD14302 号機
のロータリー式除雪機構部が連結された状態で静態保存・展示されている。

き
ゅ
う
こ
く

き
た
み

た
き

う
え
え
き

か
み

え
き

お
こ
っ
ぺ

て
つ
き
た
み

あ
い
お
い
え
き

あ
い

し
ょ

こ
ん
ぽ
く

こ
つ

お
い

ゆ
う

た
き

う
え

か
み
お
こ
っ
ぺ

せ
き
ほ
く

も
う

ち

ほ
く

せ
ん
も
う
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MAP 昭和43年当時の国鉄路線図

オホーツクの国鉄路線の変遷

現運航路線

廃止路線

［現在運行している路線］
石北本線（新旭川～網走）
1912 （大正元） 年 網走本線（池田‐野付牛‐網走）が開通
1922 （大正 11） 年 新旭川‐愛別間が石北線として開業
1927 （昭和２） 年 遠軽‐丸瀬布間が石北東線として開業
1932 （昭和７） 年 新旭川‐遠軽間が全線開通
   湧別線（遠軽‐野付牛）を編入して、新旭川 
   ‐野付牛を石北線と改称
1961 （昭和 36） 年 網走本線（北見‐網走）を統合して石北本線 
   と改称

釧網本線（網走～東釧路）
1924 （大正 13） 年 網走本線の延伸として網走‐北浜間が開業
1927 （昭和２） 年 斜網線（釧路‐標茶）が開業
1931 （昭和６） 年 網走‐東釧路が全線開通（網走本線網走‐札 
   弦間を釧網線に編入）
1936 （昭和 11） 年 釧網本線に改称
[ 廃止となった路線］
名寄本線（名寄～遠軽）
1915 （大正４） 年　遠軽‐社名淵間が湧別軽便線として延伸開業
1919 （大正８） 年 名寄‐下川間（16.5km）が名寄線として開業
1921 （大正 10） 年 中湧別‐興部間が名寄東線として開業
   名寄‐上興部間を名寄西線に改称
   上興部‐興部間が延伸開業し全通開通。名寄 
   線として統合
1989 （平成元） 年 全線を廃止

渚滑線（渚滑～北見滝ノ上）
1923 （大正 12） 年 渚滑‐北見滝ノ上間を渚滑線として開業
1985 （昭和 60） 年 全線を廃止

興浜南線（興部～雄武）
1935 （昭和 10） 年 興部‐雄武間を興浜南線として開業
1985 （昭和 60） 年 全線を廃止
※北見枝幸まで延伸し興浜北線と接続予定で、1960（昭和 35）
年に雄武‐北見枝幸間の着工が決定し、工事が進められたが 1977
（昭和 52）年度をもって中止された。

湧網線（中湧別～網走）
1935 （昭和 10） 年 中湧別‐計呂地間を湧網西線
   網走‐卯原内間を湧網東線として新規開業
1953 （昭和 28） 年 中湧別‐網走間が全通し湧網線とする
1987 （昭和 62） 年 全線を廃止
池北線（北見～池田）
1910 （明治 43） 年 網走線として池田‐陸別間が開業
1911 （明治 44） 年 陸別‐野付牛間が延伸開業
1912 （大正元） 年 野付牛‐網走間開業網走線全通。
   池田‐野付牛‐網走間を網走本線と改称
1961 （昭和 36） 年 北見‐網走間を石北本線に編入。
   池田‐北見間を池北線に改称
1989 （平成元） 年 6 月 3 日：JR 池北線としては廃止
   6 月 4 日：第 3セクター「北海道ちほく高原 
   鉄道ふるさと銀河線」として開業
2006 （平成 18） 年 全線を廃止
相生線（美幌～北見相生）
1924 （大正 13） 年 美幌ー津別間開業
1925 （大正 14） 年 津別ー北見相生間延伸開業し全通
1985 （昭和 60） 年 全線を廃止
根北線（斜里～越川）
1957 （昭和 32） 年 斜里駅ー越川駅間開業
1970 （昭和 45） 年 全線廃止
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網
走
刑
務
所
正
門

日
本
最
北
東
端
の
刑
務
所
。

所
内
の
レ
ン
ガ
工
場
で
レ
ン
ガ
を
作
り
、

受
刑
者
に
よ
っ
て
正
門
や
赤
レ
ン
ガ
塀
が
造
ら
れ
た
。

1924（大正 13）年に受刑者によって造られたレンガ造りの正門。※大正 11 年完成という資料もある　（写真提供・網走観光協会）

所在地：網走市三眺
建設：1924（大正 13）年
構造：レンガ造
設計者：金子肇、佐藤源之丞
1890（明治 23）年
　「釧路監獄署網走囚徒外役所」
として開設
1909（明治 42）年　火災（ほぼ全焼）

網走刑務所正門

ピ
ア
ソ
ン
邸（
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
）

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が

大
正
期
を
過
ご
し
た
洋
館
。

日
本
最
北
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
建
物
で
あ
る
。

ピアソン夫妻が 1914（大正３）年から 1928（昭和３）年までの 15 年間を過ごした私邸。

所在地：北見市幸町７丁目４番 28 号
建設：1914（大正３）年
構造：木造２階建て
設計者：W.Mヴォーリズ
1971（昭和 46）年　ピアソン記念館として開館
2001（平成 13）年　北海道遺産に選定
■開館時間：9：30～16：30　■料金 : 無料
■問合せ先：0157-23-2546（NPO法人ピアソン会）

ピアソン邸（ピアソン記念館）
　網
走
刑
務
所
は
、
日
本
の
最

北
東
端
に
あ
る
刑
務
所
で
あ

る
。
正
式
な
刑
務
所
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
観
光
名
所
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
は
実
に

珍
し
い
。

　開
設
は
一
八
九
〇（
明
治
二

三
）
年
だ
が
、
当
初
の
建
物
は

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、

山
火
事
の
飛
び
火
が
原
因
で
ほ

ぼ
全
焼
し
た
。
そ
の
後
、
明
治

末
年
に
は
レ
ン
ガ
工
場
を
新
設

し
て
、
こ
の
レ
ン
ガ
造
り
の
正

門
や
赤
レ
ン
ガ
塀
が
受
刑
者
の

手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
正
門

の
完
成
は
一
九
二
四
（
大
正
一

三
）
年
。※

大
正
一
一
年
と
し

て
い
る
資
料
も
あ
る
。

　門
の
形
と
し
て
は
左
右
対
称

だ
が
不
等
辺
な
七
角
形
。
赤
レ

ン
ガ
の
中
に
、
黒
っ
ぽ
い
レ
ン

ガ
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
窯

の
中
に
塩
を
入
れ
、
一
一
六
〇

度
以
上
の
高
温
で
焼
き
上
げ
た

も
の
。
現
在
は
こ
の
よ
う
な
焼

き
方
は
で
き
な
い
た
め
、
レ
ン

ガ
建
築
の
歴
史
を
知
る
う
え
で

重
要
な
も
の
と
い
え
る
。

　ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ジ
ョ
ー

ジ
・
ペ
ッ
ク
・
ピ
ア
ソ
ン
と
ア

イ
ダ
夫
人
が
、
一
九
一
四
（
大

正
三
）
年
か
ら
一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
五
月
ま
で
一
五
年
間

過
ご
し
た
私
邸
。
設
計
者
が
日

本
で
数
々
の
西
洋
建
築
を
残
し

た
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
で
あ
る
こ
と
が
近
年
確
認
さ

れ
、
日
本
最
北
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

設
計
の
建
物
と
い
え
る
。

　米
国
様
式
の
移
民
住
宅
に
ス

イ
ス
風
の
山
荘
を
取
り
入
れ
た

デ
ザ
イ
ン
で
、
テ
ラ
ス
が
張
り

出
し
、
大
き
な
窓
は
上
下
に
開

閉
す
る
な
ど
、
当
時
の
日
本
で

は
先
進
的
な
建
築
で
あ
っ
た
。

　一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年

に
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
と
な
り
、

一
階
の
居
間
に
は
夫
妻
の
足
跡

を
紹
介
し
た
展
示
や
、
ア
イ
ダ

婦
人
愛
用
の
オ
ル
ガ
ン
も
残
さ

れ
て
い
る
。
二
階
は
、ヴ
オ
ー

リ
ズ
資
料
室
に
な
っ
て
い
る
。

あ
ば
し
り
け
い

て
い

き
ね
ん
か
ん

む
し
ょ
せ
い
も
ん
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網
走
市
立
郷
土
博
物
館

北
海
道
の
代
表
的
建
築
家
・
田
上
義
也
の
設
計
。

戦
前
の
北
海
道
の
洋
風
建
築
の

代
表
的
な
建
物
の
一
つ
で
あ
る
。

建築家・田上義也設計による特長とともに、師フランク・ロイド・ライトの影響も随所にみられる貴重な建物である。

所在地：網走市桂町１丁目１番３号
建設：1936（昭和 11）年
構造：木造２階建て
設計者：田上義也
■開館時間：９：00 ～ 17：00
冬期間（11 月～４月）16：00 まで
■休館日：月曜、祝日、年末年始
■料金：大人 120 円
　　　　小中学生 60 円
■問合せ先：0152-43-3090

網走市立郷土博物館

旧
斜
里
町
立
図
書
館

役
場
庁
舎
か
ら
図
書
館
へ
と
転
用
さ
れ
、

八
五
年
間
も
町
民
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
、

斜
里
町
の
歴
史
的
建
物
。

2014（平成 26）年９月に閉館され、今後の活用・保存については、まだ決まってはいない。

所在地：斜里町本町 42
建設：1929（昭和４）年
構造：木造２階建て
設計者：伊藤某
1968（昭和 43）年まで斜里町役場庁舎として使用
1970（昭和 45）年　斜里町立図書館に転用
2014（平成 26）年９月　閉館
現在、建物は閉鎖中

旧斜里町立図書館
　こ
の
博
物
館
の
基
礎
と
な
っ

た
の
が
、
モ
ヨ
ロ
貝
塚
の
発
見

者
で
あ
っ
た
米
村
喜
男
衛
（
初

代
館
長
）
が
発
掘
し
た
個
人
資

料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
で
、
開

館
時
は
「
北
見
郷
土
舘
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
費
用
の
多
く
は
、
当

時
鴻
之
舞
鉱
山
を
経
営
し
て
い

た
住
友
財
閥
の
支
援
を
受
け
て

建
設
さ
れ
た
。

　設
計
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に

か
け
て
活
躍
し
た
北
海
道
を
代

表
す
る
建
築
家
・
田
上
義
也
（
一

八
九
九-

一
九
九
一
）
で
あ
る
。

平
面
は
十
字
型
で
、中
央
に
ド
ー

ム
が
あ
る
。
円
柱
や
ブ
ロ
ッ
ク

を
用
い
た
の
は
、
一
九
三
〇
年

代
の
作
品
に
特
徴
的
な
雪
国
型

造
形
の
表
現
と
さ
れ
る
。
ド
ー

ム
に
昇
る
ら
せ
ん
階
段
が
美
し

く
、
田
上
は
戦
後
の
作
品
に
も

多
く
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
館

内
の
小
窓
に
あ
る
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
や
、
展
示
室
の
天
井
勾
配

は
、
田
上
の
師
・
ア
メ
リ
カ
の

世
界
的
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ

イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
影
響
と
思
わ

れ
る
。

　斜
里
町
役
場
庁
舎
と
し
て
一

九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
建
築

さ
れ
た
。そ
の
後
の
改
修
に
よ
っ

て
鉄
筋
で
補
強
さ
れ
た
が
、
建

築
当
時
は
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
り

で
、
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
と
呼

ば
れ
る
木
造
の
構
造
体
を
外
壁

に
現
わ
し
た
特
長
が
み
ら
れ
る
。

上
下
階
に
連
続
し
た
縦
長
窓
な

ど
に
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
ま

た
デ
ザ
イ
ン
的
な
印
象
の
決
め

手
に
も
な
っ
て
い
る
。
一
九
七

〇（
昭
和
四
五
）
年
か
ら
町
立
図

書
館
と
な
っ
て
、二
〇
一
四
（
平

成
二
六
）
年
九
月
に
閉
館
す
る

ま
で
、
八
五
年
間
も
町
民
に
利

用
し
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　手
前
の
屋
根
上
に
あ
る
望
楼

は
、
い
つ
付
け
ら
れ
た
の
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く

戦
時
中
に
付
け
ら
れ
、
敵
機
の

接
近
を
見
張
る
た
め
の
監
視
塔

に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

あ
ば
し
り

き
ゅ
う

ち
ょ
う
り
つ
と

し
ょ
か
ん

し
ゃ
り し

ど
は
く
ぶ
つ
か
ん

り
つ
き
ょ
う
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北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館

世
界
を
席
巻
し
た
北
見
ハ
ッ
カ
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
建
物
。

1935（昭和 10）年建築。ハッカ産業の歴史を語るものとして日本近代化遺産に認定されている。

所在地：北見市南仲町１丁目７-28
建設：1935（昭和 10）年
構造：木造 2階建て
1983（昭和 58）年　ホクレン北見ハッカ工場閉鎖
1986（昭和 61）年　北見ハッカ記念館開館
2007（平成 19）年　日本近代化遺産に認定
■開館時間：9：00～17：00（夏期）
　　　　　　9：30～16：30（冬期）
■休館日：月曜（祝日の場合は翌日）料金：無料
■問合せ先：0157-23-6200

北見ハッカ記念館

（旧北聯北見工場ハッカ研究所）

旧
五
十
嵐
家
住
宅（
ハ
ッ
カ
御
殿
）

北
見
ハ
ッ
カ
の
隆
盛
を
物
語
る
、

当
時
の
贅
を
尽
し
た

ハ
ッ
カ
商
・
五
十
嵐
弥
一
の
私
邸
。

1937（昭和 12）年、ハッカ商・五十嵐弥一の私邸として建てられた。1994（平成６）年に現在地に移築された。（写真提供：北見田園空間情報センター）

所在地：北見市仁頃町 301（仁頃はっか公園内）
建設：1937（昭和 12）年
構造：木造平屋建て
施工者：山中金五郎（棟梁）
1994（平成６）年
　仁頃はっか公園の一部として整備。
■開館期間：5月１日～ 10 月 31 日
■開館時間：10：00 ～ 16：00
■料金：無料
■問合せ先：0157-33-2877
　　　　　（北見田園空間情報センター）

旧五十嵐家住宅（ハッカ御殿）
　北
見
で
の
ハ
ッ
カ
栽
培
は
、

明
治
三
〇
年
に
始
ま
っ
た
と
さ

れ
る
。
最
盛
期
は
一
九
三
九（
昭

和
一
四
）
年
で
、「H

O
KU
REN

」

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
海
外
に
も
輸

出
さ
れ
、
当
時
の
世
界
市
場
の

約
七
割
を
占
め
た
と
さ
れ
る
。

　そ
の
北
見
ハ
ッ
カ
の
拠
点
と

な
っ
た
の
が
、
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
に
作
ら
れ
た
北
見
野

付
牛
薄
荷
工
場
で
、
そ
の
翌
年

に
建
て
ら
れ
た
研
究
室
が
、
現

在
の
北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館
で
あ

る
。　建

築
様
式
と
し
て
は
、
半
切

妻
屋
根
や
、
外
壁
の
ド
イ
ツ
式

下
見
板
な
ど
、
ド
イ
ツ
ス
タ
イ

ル
が
見
て
取
れ
る
。

　中
の
間
取
り
は
現
在
そ
れ
ぞ

れ
展
示
室
と
な
っ
て
い
る
が
、

二
階
の
元
貴
賓
室
、
元
工
場
長

室
に
は
、
天
井
に
中
央
飾
り
を

施
す
な
ど
贅
沢
な
造
り
と
な
っ

て
い
る
。

　こ
の
建
物
は
ハ
ッ
カ
商
・
五

十
嵐
弥
一
の
私
邸
と
し
て
、
一

九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
、ま
さ
に
ハ
ッ

カ
景
気
絶
頂
期
の
名
残
を
今
に

伝
え
て
い
る
。

　建
築
は
、
棟
梁
の
山
中
金
五

郎
が
一
人
で
手
が
け
た
と
さ
れ
、

三
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　外
観
を
一
目
見
て
重
厚
感
を

感
じ
る
の
は
、
屋
根
が
社
寺
に

用
い
ら
れ
る
入
母
屋
造
り
に

な
っ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。

　内
部
も
公
開
さ
れ
て
い
て
、

大
広
間
の
付
書
院
や
、一
刀
彫
の

欄
間
彫
刻
な
ど
、
贅
を
尽
く
し

て
い
た
の
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

（
旧
北
聯
北
見
工
場
ハ
ッ
カ
研
究
所
）

室内には一刀彫で仕上げた彫刻欄間
など、いたるところに贅を尽くした
のが見て取れる。

き
ゅ
う

き
ゅ
う

け

ご

て
ん

き
た

み

き
ね
ん
か
ん

じ
ゅ
う
た
く

い
が
ら
し

ほ
く
れ
ん
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屯
田
兵
屋
（
北
見
・
端
野
・
湧
別
）

道
内
各
地
に
残
る
屯
田
兵
屋
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
は
三
か
所
の
資
料
館
に

復
元
保
存
さ
れ
て
い
る
。

1897（明治 30）年建てられた野付牛屯田兵村、橘家と寺西家の部材を合体して復元させた屯田兵屋。

「端野町歴史民俗資料館」にある屯田兵屋は 1898（明治 31）年築。

湧別町「ふるさと館 JRY」にある屯田兵屋は 1897（明治 30）年築。

所在地：湧別町北兵村一区 588 番地
■開館時間：9：00 ～ 16：30
　　　　　（入館は 16：00 まで）
■休館日：月曜（祝日は開館）、年末年始
■料金：大人 400 円、高校生 250 円
　　　　小中学生 200 円
■問合せ先：01586-2-3000

ふるさと館JRY

所在地：北見市端野町二区 471 番地 5
■開館時間：10：00 ～ 16：00
■休館日：月曜（※祝日は開館）
■料金：一般 140 円、高校生・大学生 80 円
■開館期間：5月 1日～ 11 月 7日
■問合せ先：0157-56-2560

端野町歴史民俗資料館

所在地：北見市公園町 1番地
■開館時間：9：30 ～ 16：30
■休館日：月曜日・祝日の翌日、
　　　　　年末年始
■料金：一般 660 円、
　　　　高校・大学生 390 円
　　　　中学生以下及び 70 歳以上無料
■問合せ先：0157-23-6700

北網圏北見文化センター

　北
海
道
開
拓
の
歴
史
遺
産
で
あ

る
屯
田
兵
屋
は
、
現
在
も
道
内
各

地
に
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を

含
め
て
「
屯
田
兵
村
と
兵
屋
」
と

し
て
北
海
道
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。

　

　屯
田
兵
屋
と
は
、
屯
田
兵
が
入

地
す
る
際
、
各
戸
に
給
与
さ
れ
た

家
屋
の
こ
と
で
、
標
準
と
さ
れ
た

構
造
は
、
木
造
平
屋
、
板
張
り
に

柾
葺
き
で
、
面
積
は
一
七
坪
五
合

（
約
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）。
間
取

り
は
、
土
間
に
、
炉
を
囲
ん
だ
六

畳
の
板
の
間
、
六
畳
と
四
畳
半
の

畳
の
間
で
構
成
さ
れ
、
流
し
、
便

所
、
押
入
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
札

幌
琴
似
に
二
〇
〇
戸
が
作
ら
れ
た

の
が
最
初
で
、
北
海
道
全
体
で
は

屯
田
兵
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
一
九

〇
四
（
明
治
三
七
）
年
ま
で
に
、

三
七
兵
村
、
七
三
三
七
戸
が
作
ら

れ
た
と
さ
れ
る
。

　オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
に
は
、北
見
・

端
野
・
湧
別
の
資
料
館
に
屯
田
兵

屋
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　北
見
の
北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン

タ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年

に
建
て
ら
れ
た
橘
家
（
第
三
中
隊

二
区
）
と
寺
西
家
（
第
二
中
隊
四

区
）
を
解
体
し
、
そ
の
部
材
を
合

体
さ
せ
て
復
元
し
た
も
の
だ
。

　北
見
市
端
野
町
の
歴
史
民
俗
資

料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年

建
築
の
、
高
垣
家
（
第
一
中
隊
三

区
）
の
も
の
を
復
元
し
た
も
の
。

端
野
（
下
野
付
牛
）
の
兵
村
は
、

一
〜
三
区
に
分
け
ら
れ
た
が
、
現

在
の
区
割
り
に
も
生
き
て
い
る
。

現
在
一
区
神
社
拝
殿
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
第
一
中
隊
被
服
糧
秣
庫

で
、
北
見
屯
田
本
部
関
係
と
し
て

は
唯
一
残
る
も
の
だ
。

　湧
別
町
の
ふ
る
さ
と
館
Ｊ
Ｒ
Ｙ

に
残
さ
れ
て
い
る
屯
田
兵
屋
は
、

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
誰
の

家
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
ま
た
湧
別
町
に
は
、
当
時
の

区
画
の
北
兵
村
地
区
と
南
兵
村
地

区
が
現
在
で
も
残
っ
て
い
る
。

と
ん
で
ん
へ
い

き
た

た
ん

ゆ
う
べ
つ

の

み

や
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北
海
道
家
庭
学
校
礼
拝
堂

大
正
期
に
建
て
ら
れ
た
希
少
な
礼
拝
堂
。

伝
統
的
な
教
会
堂
の
形
態
が
採
用
さ
れ
、

一
〇
〇
年
を
経
た
今
も
現
役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

建設から 100 年になるが、現在でも毎週日曜日に礼拝が行われている。

所在地：紋別郡遠軽町留岡 34
建設：1919（大正８）年
構造：木造 2階建て
　1914（大正３）年
　東京家庭学校社名淵分校として設立
1919（大正８）年　礼拝堂竣工
1968（昭和 43）年
　北海道家庭学校として分離独立
問合せ先：0158-42-2546
　　　　　（北海道家庭学校）

北海道家庭学校礼拝堂

紋
別
武
徳
殿

隆
盛
を
誇
っ
た
鴻
之
舞
鉱
山
の
名
残
。

閉
山
後
に
紋
別
市
に
寄
贈
さ
れ
、

現
在
地
に
移
転
、
復
元
さ
れ
た
。

現在は紋別市立の武道場として剣道、柔道、合気道、弓道などの活動に使用されている。

所在地：紋別市潮見町４丁目４番地
建築年：1940（昭和 15）年
移転改築：1966（昭和 41）年
敷地面積：2,899.17 ㎡（約 877 坪）
建築面積：591.71 ㎡（約 179 坪）
問合せ先：0158-24-5925

紋別武徳殿 　北
海
道
家
庭
学
校
は
一
九
一
四

（
大
正
三
）
年
、留
岡
幸
助
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
、「
感
化
院
」
で

あ
る
（
現
在
は
児
童
自
立
支
援
施

設
）。
留
岡
幸
助
自
身
一
七
歳
の

時
に
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受

け
、
同
志
社
英
学
校
（
現
同
志
社

大
学
）
神
学
科
に
学
び
牧
師
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
教
育
の
基
本

に
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が
あ
っ
た
。

　そ
の
シ
ン
ボ
ル
が
こ
の
礼
拝
堂

で
、設
立
五
年
後
の
一
九
一
九（
大

正
八
）
年
に
竣
工
、
完
成
ま
で
四

年
を
費
や
し
た
と
の
記
録
が
あ

る
。
ラ
テ
ン
十
字
形
（
四
本
の
長

さ
が
等
し
い
十
字
）
の
平
面
、
大

屋
根
上
の
小
尖
塔
、
木
地
を
露
わ

し
た
内
外
壁
や
床
・
天
井
な
ど
、

簡
素
な
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

　設
計
は
、
北
見
の
ピ
ア
ソ
ン
記

念
館
と
同
じ
く
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
期

の
希
少
な
教
会
堂
で
、
建
築
意
匠

に
優
れ
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
建

造
物
と
し
て
二
〇
一
五
（
平
成
二

七
）
年
に
道
指
定
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
た
。

　現
在
は
紋
別
市
立
の
武
道
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

も
と
は
、
か
つ
て
栄
華
を
誇
っ

た
住
友
鴻
之
舞
鉱
山
の
従
業
員

並
び
に
家
族
の
福
利
厚
生
施
設

と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
。

建
設
年
は
一
九
四
〇（
昭
和
一

五
）年
で
、そ
の
時
の
名
称
は「
光

風
殿
」
と
い
っ
た
。

　し
か
し
、
一
九
七
三
（
昭
和

四
八
）
年
に
鉱
山
の
閉
山
が
決

定
す
る
。
折
し
も
そ
の
頃
、
紋

別
市
内
に
も
武
道
館
建
設
の
声

が
上
が
り
、
鴻
之
舞
鉱
業
所
が

光
風
殿
を
市
に
寄
贈
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
閉
山
決
定
の
翌
年
、

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
に

現
在
地
に
移
転
、
復
元
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
時
、
名
称
も
「
武

徳
殿
」
へ
と
改
め
ら
れ
た
。

　道
場
は
一
一
〇
畳
も
あ
り
、

建
築
当
時
、
ど
れ
だ
け
の
費
用

を
つ
ぎ
込
ん
だ
か
は
不
明
だ
が
、

鴻
之
舞
鉱
山
が
い
か
ほ
ど
の
繁

栄
ぶ
り
で
あ
っ
た
か
が
、
伝
統

建
築
を
存
分
に
取
り
入
れ
た
造

り
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

ほ
っ

も
ん
べ
つ

ぶ

と
く
で
ん

か
い
ど
う

か

て
い
が
っ
こ
う
れ
い
は
い
ど
う
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そ
の
他

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
遠
軽
教
会

遠
軽
開
拓
民
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
た
教
会
。

昭
和
六
年
に
建
築
さ
れ
、
八
〇
年
以
上

変
わ
ら
ぬ
風
情
で
た
た
ず
ん
で
い
る
。

1931（昭和 6）年から変わらぬ姿でたたずむ教会。1981（昭和 56）年に大規模な改修が行われた。

所在地：紋別郡遠軽町大通南２丁目
建設：1931（昭和６）年
構造：木造 2階建て
設計者：池畑敏行
1897（明治 30）年
　キリスト教的移住団体移民団が入植
1899（明治 32）年　集会所を建築
1912（明治 45）年　本格的な公会堂を建築
1931（昭和６）年
　公会堂を焼失。同年に現教会建築。

日本キリスト教会遠軽教会

紋
別
灯
台

お
そ
ら
く
日
本
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ
ろ
う

住
宅
街
の
中
に
建
つ
灯
台
。

そ
の
経
緯
は
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
。

1960（昭和 35）年に建築された紋別灯台。市街地の中に建つ灯台は、日本ではおそらくここだけだろう。

所在地：北海道紋別市花園町８
建設：1960（昭和 35）年
構造：塔形、コンクリー卜造
塗色構造：白赤横線塔形
灯質：単閃白光、
　　　10 秒毎に１閃光、
光度：330,000 カンデラ
光達距離：22.5 海里（約 41 km）
塔高：13m　灯高：80m
初点灯：1960（昭和 35）年
　　　　12 月 28 日

紋別灯台
　遠
軽
町
の
開
拓
は
、
一
八
九

七
（
明
治
三
〇
）
年
、
キ
リ
ス

ト
教
的
移
住
団
体
「
北
海
道
同

志
教
育
会
」
の
第
一
回
移
民
団

が
入
植
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

し
か
し
そ
の
翌
年
に
は
、
未
曽

有
の
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
開
拓

を
断
念
し
故
郷
へ
帰
る
者
が
相

次
ぎ
、
残
さ
れ
た
者
も
希
望
を

失
い
困
窮
を
極
め
た
。
そ
う
し

た
人
た
ち
が
心
の
拠
り
所
と
し

て
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）

年
に
集
会
場
を
作
り
、
そ
れ
が

現
教
会
の
母
体
と
な
っ
た
。
明

治
末
ご
ろ
に
は
本
格
的
な
公
会

堂
を
作
り
、
一
九
三
一
（
昭
和

六
）
年
に
焼
失
し
た
が
、
す
ぐ

に
建
て
直
さ
れ
た
の
が
、
現
在

に
残
る
も
の
で
あ
る
。
市
街
地

が
大
き
く
変
貌
す
る
中
、
こ
の

空
間
だ
け
は
時
を
止
め
て
い
る
。

　現
在
日
本
国
内
に
は
三
千
二
百

余
り
の
灯
台
が
あ
る
が
、
市
街
地

の
中
に
建
つ
灯
台
は
、
お
そ
ら
く

他
に
見
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　紋
別
灯
台
が
完
成
し
た
の
は

一
九
六
〇（
昭
和
三
五
）
年
だ
が
、

ど
う
い
っ
た
経
緯
で
港
か
ら
離

れ
た
高
台
に
灯
台
を
建
設
し
た

の
か
、
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

　紋
別
港
は
、
戦
前
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
沿
岸
の
漁
業
基
地
と
し
て
発
展

し
、
戦
後
の
一
九
六
〇（
昭
和
三

五
）
年
に
北
洋
漁
業
が
再
開
さ
れ

て
か
ら
は
最
盛
期
を
迎
え
た
。
こ

う
し
た
状
況
で
港
湾
の
改
良
・
拡

大
が
図
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て

紋
別
灯
台
の
建
設
も
進
め
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
完
成
当
時
は
白

と
黒
で
、
地
元
で
は
「
シ
ロ
ク
ロ

灯
台
」と
呼
ん
で
い
た
ら
し
い
が
、

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
の
改

修
の
際
に
、
現
在
の
赤
白
に
塗
リ

替
え
ら
れ
た
。

窓には麦の穂を思わせる意匠
を施し、円形の窓はバラ窓。

紋別公園内に建っている
といえばわかりやすい。

に
ほ
ん

か
い

も
ん
べ
つ
と
う
だ
い

え
ん
が
る

き
ょ
う

か
い

き
ょ
う
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そ
の
他

そ
の
他

網
走
港
帽
子
岩
ケ
ー
ソ
ン
ド
ッ
ク

日
本
に
四
か
所
し
か
な
い
ケ
ー
ソ
ン
ド
ッ
ク
の
一
つ
。

天
然
の
岩
盤
を
く
り
ぬ
い
た
稀
な
構
造
で
、

今
も
現
役
で
機
能
し
て
い
る
。

天然の岩盤をくり抜いた極めて珍しい構造である。（写真提供：網走開発建設部）

形式：ドライドック式
　　　３段式ゲート（外板付きトラス構造）
長さ：70.0m、幅：19.5m
深さ：7.2m、開口部：16.0m
ドック内の水量：12,000 ㎥
製作ヤード全体の面積：11362 ㎡
製作可能なケーソン：１辺 15m
喫水：7.8mまで 14m
着工：1923（大正 12）年
完成：1930（昭和五）年

網走港帽子岩ケーソンドック

ア
イ
ス
ブ
ー
ム

サ
ロ
マ
湖
へ
の
流
氷
の
侵
入
に
よ
る
、

ホ
タ
テ
・
カ
キ
養
殖
施
設
破
損
の
被
害
を
防
ぐ
、

世
界
初
の
ア
イ
ス
ブ
ー
ム
。

海氷（流氷）を堰き止めるものとしては世界初の例となったサロマ湖のアイスブーム。（写真提供：網走開発建設部）

　ま
ず
ケ
ー
ソ
ン
と
は
、
防
波

堤
な
ど
の
水
中
構
造
物
や
、
地

下
構
造
物
を
構
築
す
る
際
に
用

い
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
、

又
は
鋼
製
の
大
型
の
箱
の
こ
と
。

　ケ
ー
ソ
ン
製
作
の
専
用
ド
ッ
ク

は
、
現
在
全
国
で
も
四
カ
所
し
か

な
く
、
し
か
も
網
走
の
ケ
ー
ソ
ン

ド
ッ
ク
は
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
と
呼

ば
れ
る
天
然
の
岩
盤
を
く
り
抜
い

た
、極
め
て
珍
し
い
構
造
で
あ
る
。

　一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
頃
、

網
走
港
修
築
工
事
の
付
帯
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
着
工

か
ら
十
年
以
上
を
か
け
一
九
三
〇

（
昭
和
五
）
年
に
完
成
し
た
。

　一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
改

造
さ
れ
た
が
、
周
囲
の
壁
面
は
現

在
も
岩
盤
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て

い
る
。
ま
た
建
設
当
時
の
ま
ま
現

存
す
る
も
の
は
、
ド
ッ
ク
最
奥
部

の
壁
面
と
階
段
、
背
後
の
防
波
堤

な
ど
で
あ
る
。
完
成
か
ら
八
〇
年

以
上
た
っ
た
現
在
も
現
役
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。「
土
木
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　サ
ロ
マ
湖
は
、
ホ
タ
テ
や
カ

キ
養
殖
の
一
大
産
地
で
あ
る
が
、

か
つ
て
は
湖
口
か
ら
流
氷
が
流

入
す
る
こ
と
で
、
漁
船
の
安
全

航
行
が
妨
げ
ら
れ
、
養
殖
施
設

が
壊
れ
る
被
害
が
頻
発
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
考
案
さ
れ
た
の

が
世
界
初
の
「
ア
イ
ス
ブ
ー
ム
」

（IceBoom

　流
氷
堤
）
だ
。

　ア
イ
ス
ブ
ー
ム
は
、
湖
口
か

ら
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
湖
に

入
っ
た
地
点
を
中
心
に
、
半
円

を
描
く
よ
う
に
一
四
本
の
支
柱

を
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
打

ち
込
み
、
直
径
一
・
二
メ
ー
ト

ル
の
円
筒
ブ
イ
と
、
深
さ
四
メ
ー

ト
ル
の
ワ
イ
ヤ
ネ
ッ
ト
で
流
氷

を
受
け
止
め
る
。
一
枚
の
ネ
ッ

ト
で
約
五
〇
〇
ト
ン
の
荷
重
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。　欧

米
で
は
、
河
川
氷
の
制
御

に
使
わ
れ
る
小
型
の
も
の
が
作

ら
れ
た
事
例
は
い
く
つ
か
あ
っ

た
が
、
こ
れ
を
海
氷
に
対
し
て

世
界
で
初
め
て
適
用
し
た
の
が

サ
ロ
マ
湖
で
、
考
案
し
た
の
が

当
時
北
大
工
学
部
教
授
だ
っ
た

佐
伯

　浩
氏
で
あ
る
（
の
ち
に

第
一
七
代
北
大
総
長
）。

　一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に

着
工
し
、二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）

年
に
関
連
施
設
を
含
め
て
完
成

し
た
。
平
成
九
年
度
に
一
般
社

団
法
人
全
日
本
建
設
技
術
協
会

が
選
定
す
る
全
建
賞
（
港
湾
部

門
）
を
受
賞
し
て
い
る
。

あ
ば
し
り
こ
う
ぼ
う

し
い
わ
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MAP オホーツク東部MAP オホーツク西部
01
02
03
04
05

鹿ノ子ダム　p .04
富里ダム　p .05
卯原内ダム　p .06
古梅ダム　p .07
緑ダム　p .08

06
10
12
13

20
21
22
23
24
26

雄武ダム　p .09
旧上藻別駅逓　p .13
鴻紋軌道鉄橋　p .15
北見滝ノ上駅　p .17
上興部駅　p .17
屯田兵屋（湧別）　p .27
北海道家庭学校礼拝堂　p .28
紋別武徳殿　p .29
日本キリスト教会遠軽教会　p .30
紋別灯台　p .31
アイスブーム　p .33

07
08
09
11
13

平成高架橋　p .10
栄浦大橋　p .11
旧武華駅逓　p .12
越川橋梁　p .14
旧北見相生駅　p .16

14
15
16
17
18
19
20
25

網走刑務所正門　p .20
ピアソン邸　p .21
網走市立郷土博物館　p .22
旧斜里町立図書館　p .23
北見ハッカ記念館　p .24
旧五十嵐家住宅　p .25
屯田兵屋（北見・端野）　p .26
網走港帽子岩
　ケーソンドック　p .32
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